
広報・宣伝部

令 和 5 年 度 学 園 貢 献 賞
令和6年2月27日（火）に第8回目となる学園貢献賞の表彰式が執り行われました。
受賞は大学7件・附属3件・大学院1件の計11件。
学園貢献賞の趣旨および令和5年度の受賞内容を紹介します。
※大学院ベスト論文理事長賞は、令和6年3月18日（月）に表彰予定

趣旨
①本学園の広報に特に貢献し、新聞等マスコミにおいて記事が掲載されるなど
表彰に値すると考えられる学生・生徒

②他人に対する極めて親切な行為で特に表彰に値する学生・生徒等
※「苫米地善行賞」

③大学院において研究業績及び論文発表等が特に優れていると認められる大学院生
※「大学院ベスト論文理事長賞」

④学生・生徒の指導等に功績があり、学園の名誉を高めたと認められる教職員



今 年 度 の 受 賞 者

賞の名称 所　　　属 内　　　容

理 事 長 特 別 賞

東京家政大学

学生支援センター キャリア支援課

狭山学務部 学務課　キャリア支援担当

日々の学生支援・情報収集の結果、令和4年度の実就職率95.0%という実績を出した。この結果は、株式会社大学通信が発表する「2023年度実就職

ランキング」において、卒業生1,000人以上の女子大学で全国1位・全国の総合ランキングで9位にランクインし、社会的な信用の拡大、さらに広

報的視点においても学園に貢献した。

理 事 長 賞 東京家政大学ブランド商品開発プロジェクト
大学と企業が協働する産学連携事業として、ヒューマンライフ支援センターの指導の下、今年度は5社との商品開発に取り組み、新聞・テレビ・

SNS等でも報じられた。これは東京家政大学の学びを広く社会に発信することに貢献した。

学 長 特 別 賞
東京家政大学

健康科学部 看護学科

国家試験支援部会を中心に看護学科全教員がチーム一丸となって支援にあたり、令和5年3月発表の国家試験では、看護師・保健師・助産師の3資

格が全て100%合格した。これらは短期間で達成できるものではなく、この結果は志願者確保等、学園の発展に貢献した。

学 長 賞
菅家 成美

大学　栄養学部 栄養学科1年

トライアスロンおよびアクアスロン（水泳＋長距離）の競技会に定期的に参加し実績を積み、今年度は東京家政大学水泳同好会所属の学生とし

て、国内トップクラスの大会や国体にも出場し大学広報に貢献した。

学 長 奨 励 賞
山本 珠加

大学 家政学部 児童学科4年

勉学とチェロ演奏活動を両立しながら、全国大会として著名な大会に出場した際には優秀な成績を収め、大学広報にも貢献した。

・セシリア国際音楽コンクール　弦楽器部門　大学生の部　カルチャー　第2位

・全日本弦楽コンクール　アマチュア部門　第2位

学 長 奨 励 賞

昼間 千都可

福田 光穂

（東京都北区スポーツ推進委員）

大学 人文学部 心理カウンセリング学科4年

令和4年度から北区の委嘱を受け、区の非常勤職員として2年間地域の各種スポーツ教室等の企画・運営を行い、地域住民の体力作りに協力した。

東京家政大学と北区の「包括協定大学推薦」での1期生として、学業と両立しながら2年間継続してボランティア活動をやり遂げ地域社会に貢献し

た。

高 校 校 長 賞
朝倉 珠生

附属女子高等学校1年

バトントワーリングにて今年度、国内外の大会で優秀な成績を収めた。日本代表にも選出され、8月に英国リヴァプールで開かれた世界大会では2

種目で5位・7位に入賞し、附属高等学校の知名度向上に貢献した。

高校校長奨 励賞
鈴木 愛弓

附属女子高等学校2年

バトントワーリングにて今年度、日本代表にも選出され、8月に英国リヴァプールで開かれた世界大会では7位に入賞し、附属高等学校の知名度向

上に貢献した。

中 学 校 校 長 賞
東海 歩佳

附属女子中学校1年

東京都中学校体操競技選手権大会において、総合12位・段違い平行棒3位の成績を収めた。また東京都中学校体操競技新人大会では、総合順位は7

位、「ゆか」での演技は1位を受賞し、附属中学校の知名度向上に貢献した。

苫 米 地 善 行 賞
土方 佑夏

大学 健康科学部 看護学科4年

心肺停止状態に陥り生命の危機に瀕していた女性を、衆人環視の中、他の救護協力者と連携し迅速的確な救護行為により救命した。またこの活動

は東京消防庁からも表彰され、学びを活かした救命活動は、善行賞の設置基準に合う内容行動となる。

※大学院ベスト論文理事長賞は、令和6年3月18日（月）に表彰予定

大学院ベスト論文

理 事 長 賞

岩崎 優

大学院

人間生活学総合研究科 人間生活学専攻3年



東京家政大学ブランド商品開発プロジェクト

栄養学科・管理栄養学科・造形表現学科 学生有志

私たちは令和５年度のヒューマンライフ支援センター産学連携事業として、東京家政大学
での学びを活かし、企業５社との協働による商品開発に取り組みました。東京家政大学ブラ
ンドと共に商品化された成果物は全部で60件あり、全国のスーパーマーケット、コンビニ
エンスストア、ドラッグストア、百貨店レストラン等で販売されました。さらに商品PRの
ために、東京家政大学Hulip産学官連携キャラクター「家政つくる」の制作、PR POPの制作、
PRイベントの実施等も行い、自らの学びと共に、東京家政大学を広く社会に周知することに
貢献しました。
大学と企業が協働する産学連携事業は、座学では得られない社会の実学を学ぶ機会であり、

学びを通じて社会に貢献できる取り組みでもあります。これらの取り組みは、新聞、TV、
SNS等でも広く報じられました。

昭和産業グループ 東洋水産株式会社
カラダほころぶ豆乳
と酒粕のスープを開発
（フリーズドライスープ
全国にて発売中）

株式会社ベルク・双日食料株式会社

味付け肉のレシピ 4種を開発（ベルク店舗
にて順次発売）／牛バラ肉弁当（バイヤー
向け展示）

東武百貨店 池袋本店 レストラン街スパイス
チーズを使った新規メニュー46種を開発
（チャレンジ・ザ・グルメ2023（11月2日
～30日まで実施））

東京家政大学Hulip産学官連携キャラクター「家政つくる」・PR POP 3種

理事長賞

学生が考案したお手軽
&お祝いの8レシピが
たまごのパッケージに
掲載され随時発売

理事長特別賞

東京家政大学 学生支援センター キャリア支援課
狭山学務部 学務課 キャリア支援担当

令和5年度 活動報告

就職率 97.9％（大学）・97.2％（短期大学部）

全国総合9位
全国女子大学1位にランクイン！
※大学通信ONLINE「2023実就職ランキング」

実就職率

大学4年次・短大2年次には、学生が所属する学科・科と密に情報

を共有し、必要に応じて相談・情報提供を行うことで、学生の

進路決定のサポートをしています。

私たち東京家政大学・東京家政大学短期大学部キャリア支援は、

1年次から多彩なプログラムを設定し、一人ひとりの歩みを力強くバックアップしています。

入学後の大学・短大1年次より学生のキャリア形成を支援し、

大学3年次の10月、短大1年次の2月からは、就職支援セミナーと

あわせて職員による学生の全員面談を実施します。

個々の状況を把握しながら、適切な情報を提供することに努め、

主体的に考え行動する力を育めるよう、学生に寄り添った支援

を行っています。



学長特別賞
東京家政大学 健康科学部 看護学科

看護学科における国家試験支援

看護師、助産師、保健師の国家試験は、昭和23年制定の保健師助産師看護師法第18条

に基づき、厚生労働省が定める国家資格です。資格保有者しかその業務に就くことができ

ない業務独占資格で、免許は厚生労働大臣が交付、試験は毎年2月中旬に実施されます。

国家資格を取得するためには、所定の科目をすべて修得した上で、4年次2月に行われる

国家試験に合格する必要があります。医療の高度化やグローバル化、看護実践の場の拡大

に伴い、学習する内容は幅広くかつ複雑になっています。看護師国家試験の「必修問題」

は、80％以上の正答率でなければ合格とならず、「状況設定問題」は臨床推論や看護

実践時の判断力、課題解決の能力が求められ、長文の設問文の読解力も問われます。

そのため看護学科では開設当初から国家試験支援部会を立ち上げて、組織的な支援を

行ってきました。開設当初からの取り組みを発展・精錬させ、各学年で学修進度に応じた

模擬試験を実施し、各自の到達レベルや課題を確認することで、段階的、計画的に学習

に取り組めるように支援を強化しています。

4年間の国家試験支援策スケジュール

学年 看護師課程 保健師課程・助産師課程

1年次 ・低学年向け模擬試験（7月）

2年次 ・低学年向け模擬試験（6月、12月）

3年次
・看護師国家試験模擬試験（5月、9月、
1月）

【保健師課程】看護師必修問題
過去問学習（3月～4年次4月）

4年次

・国家試験対策オリエンテーション
（4月）
・看護師国家試験模擬試験（5月、7月、
9月、10月、11月、12月、1月）

・国家試験予備校講師による国家試験
対策講座（4月～1月：30回）

・学科教員による学習計画立案や学習
に関する個別支援

・国家試験受験手続オリエンテー
ション、出願書類の配布・回収（11
～12月）

・国家試験終了後の自己採点、国試対策
に関するアンケートの実施（2月）

【保健師課程】
・保健師国家試験対策オリエン
テーション（4月）

・保健師国家試験模擬試験（6月､
9月､10月､1月）と発表会、
個別面談

・保健師課程教員による補講、
学習会（10～1月）

【助産師課程】
・助産師国家試験模擬試験（7月、
12月）

・助産師課程教員による個別支援
（1月）

国家試験対策講座と模擬試験は、年間スケジュールに沿って計画的に実施し、毎回、

模擬試験の結果を分析して強化する課題を明らかにし、国家試験対策講座や個人指導

に活かしています。さらに、学生が主体的に学習に取り組むことができるよう、自己

採点とポートフォリオを活用した指導を行っています。学内に国家試験支援室を設置

し、国家試験対策のため講義室を確保するなど学習環境も整えています。自分にあった

勉強方法がわからない学生の相談にも随時応じています。定例会議（月1回）では、実施

した対策の評価を行い、学生個々の学習の進捗状況を共有し、体調面や心理面、生活

面のサポートを行っています。模擬試験の成績が伸び悩んでいる学生に対しては、個別

に面談や指導を行いフォローしています。4年次には、国家試験対策講座を開催し、成績

低迷者を対象とする補習講座も行っています。また、グループでの勉強を促し、協力

しあい励ましあいながら勉強に取り組めるようにしています。4年次後期は、生活指導、

健康管理を徹底し、必要に応じて学生の家族にも連絡をとってサポート体制を作って

います。保健師や助産師の国家試験については、各課程の教員が支援するなど、部会

の教員を中心に看護学科の教員が一丸となって学生のサポートを行っています。

学科開設以来、常に高い合格率を維持しており2022年度には念願だった看護師・

保健師・助産師の3つの国家試験で合格率100％を達成しました。



学長賞

東京家政大学 栄養学部 栄養学科1年 菅家成美

活動報告
兄の影響で大学入学と同時に始めたトライアスロン。高校までは水泳の経験しかなかっため、

スイム、バイク、ランの3種目を組み合わせる過酷なトライアスロンを始めるのは大きな挑戦

でした。仲間とともに励まし合って高め合いながら、一歩一歩成長していることを強く実感

することが大きな喜びです。多くの方々の支えや応援に心から感謝申し上げます。

活動実績

2023.5.21 第14回日本学生スプリングトライアスロン選手権

渡良瀬大会6位入賞

2023.6.25 東日本学生トライアスロン選手権那須塩原大会10位

2023.8.27 第99回日本学生選手権水泳競技大会

オープンウォーター競技16位

2023.9.3 日本学生トライアスロン選手権観音寺大会18位

2023.9.18 日本アクアスロン選手権4位

2023.10.8 燃ゆる感動かごしま国体トライアスロン競技20位

2023.10.15 第29回日本トライアスロン選手権 出場

2023.10.22 日本学生スプリントトライアスロン選手権6位

学長奨励賞

私は7歳より地域の音楽教室にてチェロを習い始めました。チェロを始めたきっかけは母親

が地域のコンサートに連れて行ってくれたことです。そこで聞いたチェロの音色や魅力にハ

マり、その日にチェロを習いたいと母親に申し出たことを今でも覚えています。そして小学

校から現在まで複数の楽団に所属し、オーケストラでのソロ演奏をたくさん務めさせていた

だきました。

途中、学業と演奏活動の両立が難しくなり一時期音楽から離れていた時期もありましたが、

やはり諦めることが出来ず、大学に入学すると同時に今までより一層チェロの練習に打ち込

みました。練習ができていなかった分、技術を取り戻すのにとても時間がかかりましたが、

辛さより楽しさを多く感じていたので時間が過ぎることが早く感じていました。

大学入学後は、ゼミナールや課外活動での演奏をメインとして活動をしていました。私が

在学している児童学科では、3年生と4年生の時に自分の入りたいゼミナールを選択すること

が出来ます。私は演奏の幅を広げるためにこの大学に入学したこともあり、音楽に関するゼ

ミナールを選択しました。ゼミナールでは教授からチェロの演奏の機会をいただいたり、音

楽に関する知見をたくさん得られたりしたので、それらの経験が今回出場したコンクールに

とても活かされたと感じています。また課外活動では様々な方の応援もあり、今回参加させ

ていただいたセシリア国際コンクール弦楽部門大学生の部カルチャーや全日本弦楽コン

クールアマチュア部門にて、ともに2位を受賞することもできました。

そして、今回私がコンクールに挑戦した理由は、色々な人に音楽に触れてもらいたいから

です。私はこれまで、趣味で演奏活動を続けてきましたが、新型コロナウイルスの影響もあ

り演奏をする場を作ることにとても苦戦しました。このように環境が整わず演奏ができない

中、その反動でチェロの魅力を今後も発信していきたいという思いがより強くなり、様々な

人にチェロの良さや音楽の良さを改めて伝えようとコンクール出場を決意しました。

一般の大学生としてコンクールにおいて結果を残し、私の活動を少しでも皆様に知ってい

ただくことで、日本中の音楽好きの方が気軽に音楽に触れられるきっかけ作りになればよい

なと思います。

東京家政大学 家政学部 児童学科4年 山本珠加

活動実績

・セシリア国際音楽コンクール弦楽部門大学生の部カルチャー第2位

・全日本弦楽コンクールアマチュア部門第2位



学長奨励賞

東京家政大学 人文学部 心理カウンセリング学科4年
昼間千都可・福田光穂

東京都北区スポーツ推進委員 活動報告

北区スポーツ推進委員は区から委嘱された非常勤の公務員です。私たちはスポーツ推進
委員として、２年間北区でスポーツ実施率向上を目的に活動してきました。スポーツ
活動・イベントの企画運営、サポートを行い、月に1度はスポーツ推進委員全体で集まり、
活動報告をしました。スポーツ推進委員として、区民の皆さんが安心して、楽しくスポーツ
ができるように、様々な講習会に参加したり、上級救命の資格を取得したりしました。
また常に新しいスポーツを研究し、紹介することでニーズを創出する活動を行っています。

第1、3土曜日にはバトミントン、第2、4火曜日には卓球、第2、4水曜日にはバスケット
ボールを開催し、区民の定期的なスポーツ活動をサポートしました。北区スポーツ推進
委員は、毎年「KITA-CUP」というキンボールの大会を企画・運営しています。キン
ボールとはカナダで生まれたスポーツであり、参加者が楽しく安全にプレーするため、
円滑な運営をしました。

写真出典UPL
https://sports-kita.com/wanted/
https://www.instagram.com/kita_sports/

この度は学園貢献賞学長奨励賞という
素晴らしい賞をいただけたこと、身に余る
光栄です。次年度から推進委員として活動
される皆様も、スポーツ実施率向上のため、
頑張ってほしいと思います。また私たちも
活動を通して学んだことを活かして、社会
で活躍していきたいと思います。

高校校長賞
附属女子高等学校1年 朝倉珠生

バトントワーリング 活動報告

バトントワーリングはバトンと呼ばれる手具を回転させると言う意味で、手に持ってバ
トンを回すだけでなく、高く投げたり、首や肩、腕の上を転がすなど数百種類の技があり
ます。スピーディーなバトン操作にバレエや体操の要素を組み入れ、音楽をバトンと身体
で表現する演技は芸術性の高い魅力あるスポーツです。
私は６歳のころからバトンを始め、ソロトワール、トゥーバトンという２つの種目に取り
組んでいます。

活動実績

＊第4回全日本バトントワーリングジュニア選手権大会

（2023年3月25、26日浜松アリーナ）

トゥーバトン女子ジュニアⅡ 第1位

＊2023IBTF世界バトントワーリング選手権大会

（2023年8月9日～13日イングランドリヴァプール）

トゥーバトン女子ジュニア 第5位

ソロトワール女子ジュニア 第7位



高校校長奨励賞 中学校校長賞
附属女子高等学校2年 鈴木愛弓

世界大会での活動の様子

2023年8月9日～13日にイングランド（リヴァプール）にて開催された2023IBTF世界
バトントワーリング選手権大会アーティスティックトワール女子ジュニア部門に出場し、
第7位を頂きました。日本の大会では味わえない大会や選手の雰囲気、地区大会での演技
披露など、世界大会に出場しないとできない貴重な経験をさせて頂けてとても嬉しかった
です。この経験を活かしていけるように頑張りたいと思います。

バトントワーリングとは
棒状の手具（バトン）を回転させる（トワー
リング）という意味を持ち、バトンの操作と
身体の動きを音楽に合わせて組み合わせる、
芸術性の高いスポーツとして、発展を重ねて
います。

アーティスティックトワールとは
課題曲を使用し、あらゆるバトンテクニック
と身体表現を総合した演技を競う種目です。
技術と共に芸術性が要求され技術点・芸術点
が10点満点で審査されます。選手の個性が
テクニックと相まって、いかに課題曲の中で
観客を魅了し表現されるかが特徴です。

一般社団法人日本バトン協会 ホームページより

2023IBTF世界バトントワーリング選手権大会

附属女子中学校1年 東海歩佳

東京都中学校体操競技新人大会 種目別 ゆか 優勝!!

2023年10月7日に江東区有明スポーツセンター
で行われた「第64回東京都中学校体操競技新人
大会」に出場しました。体操競技女子の種目は、
「跳馬」、「段違い平行棒」、「平均台」、
「ゆか」の4種目がありますが、本大会は「段違い
平行棒」を除く3種目で競い合いました。

ゆか
今回優勝したゆか運動は、弾性をもった12メートル四方のゆか面で、4つのアクロバットシリーズ
とダンスを組み合わせた構成で90秒以内に演技します。本大会のゆか運動の演技構成と難度
は以下のとおりです。
◆1節目ロンダート×バク転×後方抱え込み2回宙返り(D難度)
◆2節目前方伸身宙返り×前方宙返り1回ひねり(B～C難度)
◆3節目ロンダート×バク転×後方宙返り1回ひねり(B難度)
◆4節目ロンダート×バク転×後方宙返り2回ひねり(C難度)

過去の大会実績
◇2023年度
・東日本ジュニア体操競技選手権大会 Aクラス（栃木県日環アリーナ）
個人総合15位
種目別 跳馬31位、段違い平行棒29位、平均台2位、ゆか27位

・第70回東京都中学校体操競技選手権大会
個人総合12位
種目別 跳馬15位、段違い平行棒3位、平均台15位、ゆか33位

◇2022年度
・第17回全国ブロッック選抜U-12体操競技選手権大会度
（広島県立総合体育館 グリーンアリーナ）
個人総合18位
種目別 跳馬24位、段違い平行棒11位、平均台21位、ゆか32位

・全日本ジュニア体操競技選手権大会（横浜武道館）
個人総合11位
種目別 跳馬16位、段違い平行棒10位、平均台10位、ゆか11位

・東日本ジュニア体操競技選手権大会 Bクラス（岩手県営体育館）
個人総合8位
種目別 跳馬9位、段違い平行棒４位、平均台19位、ゆか14位

今年の目標
今年はまず試合でミスをしないこと、できる技を増やしていきたいです。そして、中体連

で全国にいくことを目標に頑張ります。

跳馬 平均台



苫米地善行賞

東京家政大学 健康科学部 看護学科4年 土方佑夏

2023年5月14日、豊島区東池袋1丁目の飲食店内で利用者の女性が
食物をのどにつまらせ、心肺停止状態に陥りました。たまたま居合わ
せた健康科学部看護学科4年生土方佑夏さんは、看護学科での学びを
活かし、周囲の方々と一緒に救護にあたりました。ひとりの尊い命を
救うことができ、6月5日には東京消防庁から感謝状が送られました。

この行動は看護を学ぶ者の模範となるものであり、かつ、本学の
生活信条「愛情・勤勉・聡明」を実践するものでもあります。



令 和 6 年 度 の 募 集 に つ い て

令和 6年 5月頃に募集開始予定です 。

対象期間 ：令和 6年 1月～令和 6年 1 2月

※自薦 ・他薦は問いません 。奮ってご応募 くだ さい 。


